
実践５「自分と友達の違いについて考えよう」 

 

             
違う考えを受け入れる力、自分の考えを話す力 

 

 
学校生活の基盤となる学級内の友人との相互理解を図る。学級内の友人のことを理解し、

自分のことを理解されることによって、親しみや安心感のある学級の雰囲気を醸成する。 
 
 準備物（質問リスト、感想カード、ストップウォッチ）を用意する。 

 

 

 

 

 

活動の内容 時間 指導上の留意点 
目指す 

生徒の姿

１ 本時の目標と活動内

容を説明する。 

 

 

２ 「質問ジャンケン」

をする。 

(1) リスト質問 

  ↓ 

(2) リスト質問 

   ＋ 

オリジナル質問

（資料９活用） 

 

 

３ 「自己紹介プラスア

ルファ」をする。 

(1) ２人組で自己紹

介をし合う。 

  ↓ 

(2) ４人組になり相

方紹介をし合う。 

（２～３回繰り返す） 

 

 

 

４ 活動を振り返る。 

（資料 10 活用） 

 

５分 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

○ 親しみや安心感のある学級の雰囲気を

作るための活動であることを確認する。 

 

 

○ 最初は質問リストを使わせる。その後、

リストの質問に加えて自分で考えた質問

をさせる。 

○ 時間内にできるだけ多くの級友と関わ

るように留意させる。 

 

 

 

 

 

○ 自己紹介と相方紹介の時間配分は以下

の例を参考にする。 

【時間配分の例】 

(1) 自己紹介１分＋質問１分(×２人) 

   ↓ 

(2) 相方紹介１分(×４人) 

 

 

 

 

 

○ 二つの活動を通して感じたり考えたり

したことを感想カードに記入させた後、

４人組の中で発表させる。 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

身に付けさせたい力 

ねらい 

事前活動 

活動の内容と留意点 

基本スタイル50分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① クラスの友達とよい関係を作ろうという気持ちを持っている。 

② 人によって、発想や考えが多様であることを理解している。 

③ 演習では相手の考えや気持ちを意識した質問の仕方や答え方を工夫し

ている。 

短縮スタイル 10 分 

「質問ジャンケン」をする。 

（資料９活用） 

本時の活動について知る。 

活動を振り返る。 

短縮スタイル 20 分 

目指す生徒の姿 

本時の活動について知る。 

活動を振り返る。 

（資料 10 活用） 

時間内にできるだけ多くの関わり

をするように声を掛ける。 

相互理解の大切さを再確認させ

る。 

「自己紹介プラスアルファ」をする。

学級内でよい関係を作ることの

大切さについて考えさせる。 

学級内でよい関係を作ることの

大切さについて考えさせる。 

自分のペアの紹介を、順番に４人

全員にさせる。 

相互理解の大切さを再確認させ

る。 

「質問ジャンケン」をする。 

（資料９活用） 活動開始から５分程度たったと

ころで４人組になり、活動を切り

替える指示をする。 



 

 

 

☆ 質問リスト 

○ 好きな教科は何ですか？ 

○ 通学に何分ぐらいかかりますか？ 

○ 好きな食べ物は何ですか？ 

○ 朝は何時に起きますか？ 

○ 好きな色は何ですか？ 

○ 好きなくだものは何ですか? 

○ ペットを飼うなら何を飼いたいですか？ 

○ 趣味は何ですか？ 

○ 特技があったら教えてください。 

○ 好きな乗り物は何ですか? 

○ 旅行に行くならどこに行きたいですか？ 

○ 好きな季節は何ですか？ 

○ 行ってみたい国はありますか？ 

○ きらいな食べ物は何ですか？ 

○ 休みの日には何をしていることが多いですか？ 

○ 好きな花は何ですか？ 

 

資料９ 



 

 

 

１年  組 氏名（            ） 

☆ 今日の活動はどうでしたか。 感想を書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年  組 氏名（            ） 

☆ 今日の活動はどうでしたか。 感想を書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分と友達の違いについて考えよう 
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自分と友達の違いについて考えよう 



実践６「適切な言葉遣いを身に付けよう」 

 

           
礼儀正しく人と接する力 

 

 
敬語について学び、正確な敬語の使い方を身に付ける。相手、場所、状況に応じて敬語

を使い分けることにより、円滑な人間関係を形成する。 
 
 準備物（ワークシート、感想カード）を用意する。 

 

 

 

 

 

活動の内容 時間 指導上の留意点 
目指す 

生徒の姿

１ 敬語についての知

識を確認する。 

 

 

２ なぜ敬語を使うの

か考える。 

 

 

 

３ 敬語を使った話し

方を考える。 

ア 見知らぬ人に道

順を尋ねる場合 

イ 先輩と話す場合 

ウ 他校の生徒と話

す場合 

エ 先生に相談する

場合 

（資料 11 活用） 

 

４ ３人組を作り、記

入したせりふに沿っ

て、役割を交代しな

がら演じる。 

 

５ 活動を振り返る。 

（資料 12 活用） 

５分 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

15分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20分 

 

 

 

 

５分 

○ 敬語を使った経験について質問し、生徒の

実態を把握する。 

 

 

○ コミュニケーションを円滑に行い、確か

な人間関係を築くために敬語が必要である

ことを理解させる。 

 

 

○ 相手との関係に注意して敬語（尊敬語と

謙譲語）を使い分けるよう注意させる。 

ア 中学校への道順を教えてほしい 

イ 道具を片付ける場所を教えてほしい 

ウ 体育館の場所を教えてほしい 

エ 勉強方法について教えてほしい 

○ グループ内で相談してせりふをワークシ

ートに記入させる。 

 

 

 

○ 役割（①自分、②相手、③観察者）はロ

ーテーションで順番に行わせる。 

○ 演じるときは相手の顔を見るように留意

させる。 

 

○ 敬語の役割と意義について確認し、学校

生活の中で敬語を適切に活用するように日

常化を図る。 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

身に付けさせたい力 

ねらい 

事前活動 

活動の内容と留意点 

基本スタイル50分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 人間関係の中で相手を尊重しようとする態度が身に付いている。 

② 敬語の必要性を認識し、適切な使い方を理解している。 

③ 相手との関係に注意して、状況に応じて敬語を使い分ける工夫をしてい

る。 

短縮スタイル 10 分 

本時の活動について知る。 

活動を振り返る。 

短縮スタイル 20 分 

目指す生徒の姿 

本時の活動について知る。 

活動を振り返る。 

（資料 12 活用） 

敬語の種類（尊敬語・謙譲語）と、

使用する場面の条件について、身

近な例を用いて説明する。 

各自が考えたせりふについて話し合

い、発表する。 

敬語を使った話し方についてワーク

シートに沿って考え記入する。 

（資料 11 活用） 

ワークシートに記入されたせり

ふについて、級友のよいところや

自分が苦心したところを伝え合

うように注意を促す。 

ワークシートを配付し、イとエの

場合の尋ね方として適切なせり

ふを各自で記入させる。 

日常の学校生活で敬語を活用す

るように指導する。 

敬語について学んだ後、敬語が使われ

る理由について話し合い、発表する。

席が近い２～３人で、敬語の役割

について話し合わせる。 

敬語の役割と意義について確認

する。 



「適切な言葉遣いを身に付けよう」ワークシート 

１ 敬語の種類 

 

・・・動作（行為）主に対する敬意を表す敬語 

（動作をする人の行動を敬った言い方をする表現） 
 

          ・・・動作（行為）の受け手に対する敬意を表す敬語 

（動作をする人の行動をへりくだった言い方をする表現） 
 

          ・・・話し手が聞き手に対して丁寧な言葉遣いをして敬意を表す敬語 

（尊敬の気持ちをこめて言葉自体を美しく言う表現） 

 

２ 次の場面でのせりふを考えてみよう 

 ア 見知らぬ人（大人）に、「中学校」までの道順を教えてほしいとき 

  

 

 

 

 イ 部活動の先輩に、練習道具を片づける場所を教えてほしいとき 

 

 

 

 

 ウ 他の中学校に行ったときに、他校の生徒に体育館の場所を教えてほしいとき 

 

 

 

 

 エ 先生に、勉強の仕方について教えてほしいとき 

 

 

 

 

 オ  

 

 

 

語 

語 

語 

（先生からの課題）
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１年  組 氏名（            ） 

☆ 今日の活動はどうでしたか。 感想を書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年  組 氏名（            ） 

☆ 今日の活動はどうでしたか。 感想を書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

適切な言葉遣いを身に付けよう 
資料 12 

適切な言葉遣いを身に付けよう 



実践７「上手に断ろう」 

 

             
助けを求める力、助ける力 

 

 
相手の気持ちも考えながら、自分もストレスのかからない断り方を身に付ける。相手の

立場に応じた断り方のスキルを学び、豊かな人間関係づくりに生かす。 

 
 
 準備物（資料、ワークシート、感想カード）を用意する。 

 

 

 

 

活動の内容 時間 指導上の留意点 
目指す 

生徒の姿

１ 本時の目標を確認

し、断ることについ

て考える。 

 

２ 断り方の三つの型

について資料を用い

て学ぶ。 

（資料 13 活用） 

 

３ 例示された場面で

の３タイプの断り方

を考える。 

（資料 14①活用） 

 

４ グループに分かれ

て、ワークシートに設

けられた場面に応じ

たアサーティブな断

り方を考える。 

（資料 14②活用） 

 

５ 各グループで考え

た「断る言葉」でロ

ールプレイを行い、

全体の前で発表す

る。 

 

６ 活動を振り返る。 

（資料 15 活用） 

５分 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

10分 

 

 

 

 

 

 

20分 

 

 

 

 

 

５分 

○ 提案や依頼を断ることについて、その場

面の状況や相手の心情について考えさせ

る。 

 

○ 攻撃的な表現、非主張的な表現、アサー

ティブな（自分も相手も大切にした）表現

のそれぞれの特徴を理解させる。 

 

 

○ それぞれの表現の特徴に留意させる。 

 

 

 

 

○ 場面と相手に応じた言葉や話し方を選ぶ

ように留意させる。 

○ 自分も相手も気持ちのよい断り方という

視点を大切にさせる。 

 

 

 

○ 場面Ａと場面Ｂのうち一つを選んでロー

ルプレイさせる。 

○ ロールプレイの際に、断る側と断られる

側それぞれの気持ちに焦点を当てさせる。 

 

 

○ 日常の学校生活の中でアサーティブな表

現を活用するように指導する。 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

③ 

身に付けさせたい力 

ねらい 

事前活動 

活動の内容と留意点 

基本スタイル50分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 提案や依頼を断ることについて、状況や心情を理解している。 

② 攻撃的な表現、非主張的な表現、アサーティブな表現の特徴を理解し、

適切に使い分けることができている。 
③ 表現の特徴を理解した上で、相手も自分も気持のよい断り方という視

点を大切にできている。 

短縮スタイル 10 分 

断り方の三つの型の特徴を学び、例示

された場面での３タイプの断り方を

考える。 

（資料 14①活用） 

本時の活動について知る。 

活動を振り返る。 

短縮スタイル 20 分 

目指す生徒の姿 

本時の活動について知る。 

活動を振り返る。 

（資料 15 活用） 

攻撃的な表現、非主張的な表現、

アサーティブな（自分も相手も大

切にした）表現のそれぞれの特徴

を理解させる。 

グループに分かれて活動させる。

断る側と断られる側それぞれの

気持ちに焦点を当てさせる。 

場面と相手に応じた言葉や話し

方を選ぶように留意させる。 

断る側と断られる側のそれぞれ

の気持ちに焦点を当てさせる。 

場面に応じたアサーティブな断り方を

考え、グループ内でロールプレイする。

（資料 14②活用） 

発表の後に、発表についての意見

や感想を話し合わせる。 



 

資料「上手に断ろう」 
 

 あなたは友達や先輩、先生方からの頼みごとを断ることが自然とできますか？相手

の嫌な顔を見たくないとか、断りにくいからといって、断りたいのに断れないという

経験はありませんか？自分の気持ちを言わずに、心の内側にため込んでいくと大きな

ストレスになってしまいます。相手との関係を大切にしながら、断るべきことをきち

んと断ることができるといいですね。 

 

ポイント１  断り方には、３タイプある！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アサーティブな言い方を使ったコミュニケーションを、アサーションと言います。 

 

 

ポイント２  アサーションにはパターンがある！ 

 ① 謝罪の一言 

例えば、「ごめんね」「ごめんなさい」「すみません」 

 ② 断らなければならない理由や事実 

例えば、「今日は○○があって……」「この後、別の用事があって」 

 ③ 自分の意思（断り）をはっきりと 

例えば、「今は無理なんです」「今はできないんです」 

 ④ 代わりの提案をする 

例えば、「別の機会に」「○○君に代わってもらいます」 

 

※アサーションを使えば、相手のいやな気持ち（ストレス）を必要以上に強くせずに、自

分の意思を伝えることができます。特に、断るときは、「今回は断るけど、あなたとの

関係は大切にしたい」という気持ちを込めましょう。 
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アグレッシブ（攻撃的）な断り方 

 

相手を非難する言い方 

（相手が無理をしたり傷ついたりしやすい）

ノンアサーティブ（非主張的）な断り方

 

自分の意思をはっきり言わない 

（自分が無理をしたり傷ついたりしやすい）

アサーティブ（自分も相手も大切にする）断り方 

 

相手の気持ちを考えながら、自分の意思をはっきり伝える。 

（自分も相手も無理をしたり傷ついたりしない） 



 

 

○ ３種類の断り方を考えてみよう。 

次の状況のときのそれぞれの断り方でのせりふを考え、実際に断る言葉を考えてみよう。

その後、それぞれの断り方について、断った人、断られた人の気持ちを話し合おう。 

 

 次の日曜日に、友達から遊びに行こうと誘われました。しかし、その日は家族で
出掛ける予定があるので、友達と遊びに行けません。 

 

攻撃的な断り方 

 

 

非主張的な断り方 

 

 

アサーティブな断り方 

 

 

 

 

 

 

○ やってみよう！アサーティブな断り方（ロールプレイング） 

場面Ａ 上級生からの依頼 
 依頼内容 
       放課後に、部活動の先輩からこう言われました。 

「今日の練習が終わったら、倉庫の掃除をしておくように。」 
今日はすぐに帰る必要があります。どのように断りますか？ 
 

 断る言葉 
 
 
 
 

場面Ｂ 同級生からの依頼 
 依頼内容 
       定期テストの３日前になって、同級生からこう言われました。 

「ノート取ってないところが見つかったんよ。ほんと悪いんやけど、明日
までノートを貸してほしいんやけど、・・・かまん？」 
今日からテスト勉強をする計画を立てているので貸すことができません。 
どのような断り方がアサーティブでしょうか？ 

 
 断る言葉 

資料 14① 

資料 14② 



 

 

 

１年  組 氏名（            ） 

☆ 今日の活動はどうでしたか。 感想を書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年  組 氏名（            ） 

☆ 今日の活動はどうでしたか。 感想を書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上手に断ろう 
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上手に断ろう 


